
放射線検査の被ばく説明書 

 

 

 

１．放射線検査の必要性 

放射線検査による放射線が人体に与える影響よりも、検査を受けることによる利益が上

回っていると判断された場合に限り検査を行います。放射線検査は、病気の発見や治療の

ために診断上必要不可欠なものであるため、医師の判断のもとで検査を行います。検査を

受けなかった場合、必要な情報が得られず適切な治療が受けられない場合や、治療の遅れ

が生じる可能性があります。 

 

２．放射線検査による人体への影響 

放射線検査で受ける被ばくは、医学的に問題となる可能性が低いと考えられています。

ただし、胎児は放射線の影響を受けやすいと言われています。妊娠または妊娠されている

可能性のある方は、事前に医師にご相談ください。 

 

３．放射線検査の被ばく線量 

放射線検査で想定される被ばく線量は、撮影する装置（CT、PET など）、撮影する部位、

撮影する範囲、撮影の方法、体格などにより変わるため、診療を受ける方によって様々で

す。ご自身が受けられた検査の被ばくについて知りたい方は、医師または当日検査を受け

られた担当のスタッフにご相談ください。 

 

４．適切な検査・治療を実践するための取り組み 

当院では、放射線診療を受ける方の被ばく線量を達成可能な限り低く抑えるように、ま

た、検査・治療のために有益な情報を提供できるように、定期的に見直しを行い、被ばく

線量を管理しています。 

 

５．その他 

その他に何かご質問等ありましたらお問い合わせください。 

 

名古屋セントラル病院 放射線科 
電話：０５２－４５２－３１６５ 
〒453-0801 名古屋市中村区太閤三丁目 7 番 7 号 


